
６
千
人
以
上
の
か
た
が

利
用
し
て
い
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
秋
田
市

で
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
か
た
は
八
月
末
ま
で
六

千
八
百
四
十
四
人(

グ
ラ
フ
参
照)

。
こ
の
う
ち
六
千
百
六
十
九
人

の
か
た
が
、
こ
の
新
し
い
制
度
で
い
ろ
い
ろ
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

高
齢
社
会
の
安
心
を
広
げ
る
介
護
保
険
。
介
護
を
し
て
い
る

人
が
、
ち
ょ
っ
と
で
も
大
変
だ
な
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
社
会
に
な
り
ま
し
た
。

要支援
853人
(12.5％)

要介護１
1,666人
(24.3％)

要介護２
1,260人
(18.4％)

要介護３
971人
(14.2％)

要介護４
971人
(14.2％)

要介護５
1,123人
(16.4％)

認定者数
６,８４４人
(８月末現在)

秋田市の
介護保険の認定者数

介護保険６か月

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
の
は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認

定
を
受
け
た
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

と
、
特
定
の
病
気
に
よ
り
介
護
が
必

要
な
四
十
〜
六
十
四
歳
の
か
た
で
す
。

秋
田
市
の
認
定
者
の
年
齢
別
内
訳

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
が
六
千

五
百
九
十
六
人
、
四
十
〜
六
十
四
歳

の
か
た
が
二
百
四
十
八
人
。
秋
田
市
の

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
約
五
万
四
千

人
で
す
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

の
ほ
ぼ
八
人
に
一
人
が
、
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
み
る

と
、
訪
問
介
護(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー)

や

通
所
介
護(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

、
通
所
リ

ハ
ビ
リ(

デ
イ
ケ
ア)

、
訪
問
看
護
の
需

要
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
短
期
入
所(

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

、
福
祉
用
具
の
貸
与
、

訪
問
入
浴
介
護
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
に
応
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
介
護
と
い
う
問
題

が
家
族
の
重
い
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
社
会
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
い

こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
遠
慮
な

く
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。
介
護
を
家
族
だ
け
で
抱

え
込
む
の
は
大
変
で
す
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
使
っ
て
、
で

き
る
だ
け
介
護
の
負
担
の
か
か
ら
な

い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
各
地
に
あ
る
「
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
」
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ば
、

認
定
の
申
請
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど

の
手
続
き
は
、
介
護
支
援
専
門
員(

ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー)

が
す
べ
て
無
料
で
や

っ
て
く
れ
ま
す
。

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
や
制
度
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
険
課
q(

８
６
６)

２
０
６
９

65
歳
以
上
の
８
人
に
１
人

介
護
の
こ
と
は

支
援
事
業
者
に
ご
相
談
を

川尻総社町の大森雄太郎さん(88歳)・和子さん(79歳)は、月
曜日から金曜日まで毎日、夕方４時から６時まで、家事援助中
心のホームヘルパーをお願いしています。買い物や掃除、調理
などをしてもらいながら会話もはずみ、ヘルパーさんが来ると家
の中が明るくなるとか。利用料金の自己負担分は、月に4,600
円ほど。介護保険になって料金は少し高くなりましたが、毎日
来てもらい、とても助かっているそうです。「保険にするとい
うのはどうなんでしょうね」と制度にはちょっと疑問の雄太郎
さん。その横で和子さんは「年はとりましたが、こういう新し
い時代に生きてみようと思っています」と話してくれました。
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